
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
最
近
、
仲
良
く

し
て
い
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
や
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
を
非
難
す
る
。
中

国
と
も
紛
糾
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
目
く
ら
ま
し
だ
。

　

米
国
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
ト

ラ
ン
プ
氏
の
も
と
に
世
界
を
席
巻

す
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
の
面
々
が
す

り
寄
っ
て
い
る
。
も
う
欧
州
は
儲

か
ら
な
い
し
、
規
制
強
化
で
息
苦

し
い
。
だ
か
ら
商
売
の
軸
足
を
、

成
長
著
し
く
圧
倒
的
な
人
口
を
抱

え
る
ア
ジ
ア
に
移
し
、
非
米
の
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
も
仲
良
く
す
る
と
路

線
を
替
え
た
の
だ
ろ
う
。
米
国
内

は
一
枚
岩
で
は
な
い
が
、
そ
の
動

き
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
欧
州
で
面
倒
を

見
ろ
」
と
突
き
放
す
ト
ラ
ン
プ
氏

を
見
て
そ
う
確
信
し
た
。
こ
れ
は

も
う
革
命
だ
。
微
妙
な
の
が
日
本

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
米
国
と
の

関
係
は
切
れ
な
い
し
、
中
国
に
飲

み
込
ま
れ
る
の
も
い
や
だ
。
じ
ゃ

あ
、
ど
う
す
る
？　

難
し
い
隣
人

と
の
付
き
合
い
方
は
、
平
和
路
線

し
か
な
い
と
思
う
。（
青
）

　

両
理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

規
約
・
定
款
に
基
づ
き
、
実
出
席

と
委
任
状
で
両
理
事
会
の
成
立
を

確
認
。井
上
博
己
副
会
長
が
議
長

　

北
海
道
商
工
連
盟
第
１
１
８
回
理
事
会
と
同
協
同
組
合
１
３
５

回
理
事
会
を
５
月
21
日
、
北
海
道
中
小
企
業
会
館
で
開
催
し
、
６
月

27
日
15
時
か
ら
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
く
道
商
工
連
第
52

回
定
期
総
会
と
同
協
同
組
合
第
51
回
通
常
総
会
に
提
案
す
る
議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
議
案
を
承
認

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
理
事
会
を
開
催

 ６月（No.51６号）
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を
務
め
、議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
議
案
書
の
う
ち
事
業

報
告
は
、
北
海
道
中
小
企
業
団
体

中
央
会
か
ら
の
指
摘
事
項
に
留
意

し
、法
令
に
定
め
る
事
項
に
そ
っ
て

作
成
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
う
ち
、
運
営
組
織

の
状
況
に
つ
い
て
は
、会
員
・
役
員

の
状
況
や
事
務
局
会
議
の
開
催
状

況
等
を
掲
載
、
事
業
活
動
の
状
況

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

会
員
訪
問
・
絶
品
お
で
ん
と
焼
き
鳥「
の
ろ
し
」（
４
面
）／
全
国
菓
子
博
・
旭
川
市（
６
面
）

　北海道商工連盟と同協同組合の令和７年

度総会と、協同組合 50 周年祝賀会を開催し

ますので多数ご出席ください。

総会 15時   祝賀会 18 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月27日（金）

総会と協同組合50周年祝賀会を開催

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

で
は
機
関
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

発
行
状
況
等
を
加
え
、
見
た
目
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、従
来
の「
事
業

方
針
」か
ら「
事
業
計
画
」に
あ
ら

た
め
、
簡
素
・
簡
略
化
さ
れ
ま
し

た
。

道商工連と同協同組合の理事会（5月 21 日）

（1）
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事
業
報
告

◎
会
議
等　

定
期
総
会
・
通
常
総

会
、理
事
会
、会
計
監
査
・
監
事
監

査
、事
務
局
会
議
な
ど
の
開
催
。

◎
交
流
研
修
会
等　

親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
、
交
流
晩
会
、
チ
ャ
ラ
ン
ケ
経

済
セ
ミ
ナ
ー（
２
回
開
催
）。

◎
機
関
紙　
「
道
商
工
連
」（
12
回
）

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載（
68
件
）

◎
創
立
50
周
年
事
業　

記
念
誌
の

発
行
、祝
賀
会
の
開
催

◎
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
協
力　

北
海
道
勤
労
者
安
全
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
協
力
。北
海
道
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定
に
貢
献

し
た
。

◎
全
中
連
活
動　

ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議（
４
回
）、
第
38
回
全
国
中

小
企
業
問
題
研
究
集
会
参
加
。

◎
青
年
経
営
者
協
会（
青
経
協
）の

活
動　

総
会
の
開
催
、
国
内
研
修

（
屋
久
島
、
種
子
島
、
鹿
児
島
知
覧

な
ど
訪
問
）

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画（
案
）

は
じ
め
に　

日
銀
札
幌
支
店
の
４

月
１
日
の
発
表
で
は
、道
内
の
業
況

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

判
断
指
数
は
12
期
連
続
で
改
善
さ

れ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
北
海
道

労
働
局
の
「
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｒ　

Ｌ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」に
よ
る
と
、
こ
の
１
年

間
は「
道
内
の
雇
用
情
勢
は
、
持
ち

直
し
の
動
き
に
弱
さ
が
見
ら
れ

る
」と
し
、「
引
き
続
き
、物
価
上
昇

等
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
」と
、
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

楽
観
を
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
北
海
道
支

社
の
１
月
21
日
発
表
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
４
年
の
道
内
企
業
の
休
廃

業
や
解
散
の
件
数
が
、前
年
比
７
・

０
％
増
の
２
９
７
６
件
と
、
２
０

２
２
年
か
ら
３
年
連
続
で
最
多
を

更
新
。人
件
費
や
原
材
料
価
格
の

高
騰
、
日
銀
の
金
利
引
き
上
げ
な

ど
、
企
業
経
営
に
逆
風
が
重
な
り
、

高
齢
の
経
営
者
が
事
業
経
営
を
諦

め
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が

４
月
２
日
に
発
表
し
た
「
相
互
関

税
」に
よ
る
日
本
へ
の
追
加
関
税
は

24
％
と
さ
れ
、日
本
経
済
へ
の
深
刻

　

国
会
に
提
出
さ
れ
た
年
金

改
革
法
案
の
政
府
案
は
、
本

来
、
現
役
世
代
、
若
者
の
年
金

が
最
大
３
割
目
減
り
す
る
の

を
止
め
る
の
が
目
的
で
し
た

が
、
自
民
党
の
反
対
で
骨
抜
き

に
な
り
、「
あ
ん
こ
の
な
い
ア
ン

パ
ン
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告  

若
者
の
年
金
３
割
減
を
阻
止
し
ま
す

　

立
憲
民
主
党
は
、
若
者
が
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
本

来
の
改
革
案
を
示
し
、
自
民
・

公
明
の
支
持
も
取
り
付
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
に
占
め

る
国
民
年
金
の
比
率
が
増
え
、

国
費
投
入
額
も
増
加
す
る
の

で
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
厚
生

年
金
受
給
者
の
62
歳
以
下
の

男
性
、
66
歳
以
下
の
女
性
も
底

上
げ
に
な
り
、
も
ら
え
る
年
金

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

か
つ
べ
け
ん
じ
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な
影
響
は
必
至
と
み
ら
れ
、道
内
か

ら
米
国
へ
の
２
０
２
４
年
の
輸
出

総
額
は
７
８
９
４
億
６
千
万
円

で
、
最
大
の
輸
出
相
手
国
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
内
経
済
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。

１
．商
工
連
盟
運
動

　

中
小
企
業
者
の
政
策
要
求
実
現

に
向
け
、
顧
問
・
相
談
役
の
国
会

議
員
・
道
議
会
議
員
・
札
幌
市

議
会
議
員
等
と
の
連
携
を
深
め
、

所
属
す
る
立
憲
民
主
党
北
海
道
総

支
部
連
合
会
や
国
民
民
主
党
北
海

道
総
支
部
連
合
会
な
ど
へ
の
要
請

行
動
・
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
う
。

　

交
流
・
研
修
・
機
関
紙
「
道
商

工
連
」・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

全
中
連
運
動
と
の
連
携
、
労
商
連

携
、
青
経
協
活
動
な
ど
は
事
業
報

告
と
同
様
に
取
り
組
む
。

２
．協
同
組
合
事
業

⑴ 

労
働
保
険
事
務
組
合

　

事
務
委
託
会
員
の
微
減
傾
向

が
続
い
て
い
る
が
、
主
要
事
業
で

あ
り
、
事
業
継
続
の
た
め
、
労
働

保
険
以
外
の
記
帳
代
行
や
事
務

委
託
業
務
の
相
談
、
紹
介
な
ど

と
、
組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組

む
。

　

 ⑵ 

協
同
組
合
事
業
の
宣
伝

　

創
立
以
来
、会
員
・
組
合
員
企

業
の
福
利
厚
生
な
ど
を
目
的
と

し
た
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
（
株
式

会
社
ト
ー
ア
）
と
の
連
携
は
、
保

険
の
加
入
促
進
で
事
業
収
入
の

安
定
的
財
源
と
し
て
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
い
る
。引
き
続
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
の
広
告
掲

載
な
ど
啓
蒙
・
宣
伝
に
努
め
る
。

　

事
業
収
入
に
実
績
の
あ
る
事

務
機
器
（
テ
ィ
エ
ス
エ
ス
）、
保
険

（
あ
ん
し
ん
財
団
）、
健
康
食
品

（
日
本
ト
リ
ム
）、丸
大
食
品
を
始

め
、食
品
・
建
設
・
設
備
工
事
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
会

員
・
組
合
員
の
紹
介
な
ど
に
取

り
組
む
。ま
た
、
広
告
の
有
料
掲

載
の
拡
大
を
図
る
。

　

医
療
関
係
の
医
療
法
人
五
風

会
さ
っ
ぽ
ろ
香
雪
病
院
、
福
祉
事

業
の
社
会
福
祉
法
人
岩
見
沢
福

祉
会
の
高
齢
者
介
護
施
設
な
ど

に
つ
い
て
、会
員
で
あ
る
こ
と
の
周

知
を
含
め
て
引
き
続
き
連
携
し

て
い
く
。

⑶ 
交
流
と
情
報
提
供
な
ど

　

会
員
組
合
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
の
場
と
し
て
会
報
の
『
会
員
訪

問
』や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、各

種
セ
ミ
ナ
ー
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、交

流
晩
会
の
開
催
な
ど
で
親
睦
と

交
流
の
機
会
を
提
供
し
、
情
報
交

換
な
ど
で
事
業
に
結
び
つ
く
機
会

を
提
供
す
る
。

堀達也元知事の講演を聞く参加者
チャランケ経済セミナー（３月１日）

道商工連創立50周年祝賀会（9月18日）
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午
後
５
時
、「
の
ろ
し
」
で
は
店

主
の
川
島
公
治
さ
ん
が
開
店
準
備

で
忙
し
い
。鮮
や
か
で
ピ
カ
ピ
カ
の

レ
バ
ー
の
串
差
し
を
終
え
、ト
レ
ー

に
並
べ
て
冷
蔵
庫
に
し
ま
う
。カ
ウ

ン
タ
ー
の
左
側
に
お
で
ん
の
仕
切

り
鍋
が
あ
り
、そ
の
奥
の
焼
き
台
に

積
み
上
げ
た
炭
は
温
度
が
１
０
０

０
度
に
も
な
る
と
い
う
。も
う
も

う
と
煙
を
上
げ
な
が
ら
、真
っ
赤
に

焼
け
た
炭
で
串
を
焼
く
の
は
火
力

が
安
定
す
る
８
０
０
度
ぐ
ら
い
ま

で
下
が
っ
て
か
ら
だ
。煙
は
強
力
な

ダ
ク
ト
で
吸
い
上
げ
る
か
ら
店
内

に
煙
た
さ
は
な
い
。カ
ウ
ン
タ
ー
の

左
奥
に
４
人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
席

が
２
つ
あ
っ
て
、
店
主
が
串
を
焼
く

手
元
が
よ
く
見
え
る
。

　

東
京
の
ホ
テ
ル
に
勤
め
て
い
た

川
島
さ
ん
は
、親
の
面
倒
を
見
る
た

ど
れ
も
絶
品
う
れ
し
い
庶
民
価
格

地
の
店
へ
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
。「
料

理
長
の
仕
事
の
進
め
方
は
さ
ま
ざ

ま
だ
と
知
り
、
メ
ニ
ュ
ー
作
り
の
工

夫
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」。

　

車
屋
に
16
年
間
勤
め
、ス
ス
キ
ノ

の
ど
真
ん
中
、
新
宿
通
り
の
山
形

会
館
３
階
で
独
立
開
業
し
た
。店

名
は
、
も
く
も
く
と
立
ち
上
る
焼

き
鳥
の
煙
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
の
ろ

し
」と
付
け
た
。「
俺
は
こ
こ
に
い
る

ぞ
！
」
と
告
げ
る
の
ろ
し
の
よ
う
で

も
あ
る
。

　

そ
こ
で
16
年
営
業
し
て
２
０
２

３
年
７
月
、
現
在
の
ス
ス
キ
ノ
ゼ
ロ

番
地
に
移
転
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
終
息
し
、
第
２
類
か
ら
５

類
に
移
行
し
て
す
ぐ
だ
。

　

こ
こ
は
大
正
期
に
誕
生
し
た
札

幌
第
二
公
設
市
場
の
場
所
で
、
１

お
で
ん
・
焼
き
鳥  

の
ろ
しめ

石
狩
市
花
川
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
東
京
新
宿
に
本
店
を
置

き
、
和
食
と
焼
き
鳥
の
名
店

と
し
て
知
ら
れ
る「
車
屋
」札

幌
店
に
勤
め
た
。

　

当
時
の
支
配
人
が
、
私
た

ち
職
人
に
求
め
た
の
は
、
昔

か
た
ぎ
の
律
義
な
仕
事
だ
け

で
な
く
、
若
い
人
た
ち
に
も

喜
ば
れ
る
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を

す
る
こ
と
だ
っ
た
。東
京
や

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
全
国
各

串
を
焼
く
店
主
の
川
島
公
治
さ
ん「
の
ろ
し
」で

９
５
８（
昭
和
33
）年
に
、
地
下
１

階
、地
上
５
階（
２
階
以
上
は
公
団

ア
パ
ー
ト
）に
新
築
に
な
っ
た
。で
も

地
下
は
入
居
者
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
の
で
、
飲
食
店
用
に
通
路
を
挟

ん
だ
３
、
４
坪
の
間
仕
切
り
で
35

軒
分
の
枠
を
造
っ
て
「
す
す
き
の
ゼ

ロ
番
地
」
と
命
名
。各
店
舗
に
電
話

を
引
き
、
上
下
水
道
を
完
備
し
た

の
で
、
す
ぐ
に
満
杯
に
な
っ
た
と
い

う
。（
亜
璃
西
社　

和
田
由
美
氏
：

２
０
２
０
年
12
月
号
『
財
界
サ
ッ

ポ
ロ
』「
さ
っ
ぽ
ろ（
マ
チ
ナ
カ
）グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
」よ
り
一
部
抜
粋
）。

　

築
67
年
で
、
当
時
か
ら
の
店
は

も
う
な
い
が
、地
下
な
の
だ
が
路
地

を
思
わ
せ
る
レ
ト
ロ
な
風
情
が
人

気
だ
。地
下
街
は
東
西
約
90
メ
ー

ト
ル
の
一
直
線
で
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

の
床
は
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
、
現

在
、約
30
軒
が
店
を
構
え
る
。

　
「
の
ろ
し
」は
そ
の
西
端
に
あ
り
、

常
連
客
が
中
心
の
店
だ
が
、「
最
近

は
韓
国
な
ど
か
ら
若
い
カ
ッ
プ
ル

も
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
た
情
報

を
見
て
い
る
ん
で
す
ね
。注
文
も
、

ス
マ
ホ
の
画
面
を
指
さ
し
て
、
こ

店
主  

こ　

う　

じ

会員訪問

川
島
公
治
さ
ん  （
68
）

れ
！　

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
か

ら
何
と
か
な
り
ま
す
」。

　

自
慢
の
お
で
ん
種
は
、
店
主

手
作
り
の
が
ん
も
、か
に
し
ん
じ

ょ
う
、
串
団
子
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

熟
成
イ
ン
カ
の
目
覚
め
も
お
薦

め
。焼
き
鳥
で
は
手
羽
先
や
つ
く

ね
が
人
気
と
い
う
が
、絶
妙
に
焼

き
上
が
っ
た
串
物
は
ど
れ
を
い

た
だ
い
て
も
絶
品
だ
っ
た
。

　

川
島
さ
ん
の
趣
味
は
マ
ラ
ソ

ン
で
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
に
も
出

場
し
て
い
た
本
格
派
。中
島
公

園
や
豊
平
川
河
川
敷
を
ジ
ョ
キ

ン
グ
し
て
い
て
、
最
近
は
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。「
走
っ
た
後
の
達
成
感
と
ビ

ー
ル
の
お
い
し
さ
が
格
別
で
す

ね
」
と
笑
み
を
も
ら
す
。「
そ
う

だ
、お
い
し
い
日
本
酒
も
置
い
て

い
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
」
と
冷
蔵
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
を
指
さ
し
た
。

　

実
は
川
島
さ
ん
、
石
狩
町
立

（
当
時
）
花
川
中
学
校
の
野
球
部

で
、
勝
部
賢
志
道
商
工
連
協
同

組
合
理
事
長（
参
議
院
議
員
）の

２
年
先
輩
だ
と
い
う
。「
真
面
目

な
子
で
し
た
よ
」と
懐
か
し
む
。

おいしい日本酒もそろっている

札
幌
市
中
央
区
南
６
西
４
・
11
・
１

　
　
　

ス
ス
キ
ノ
ゼ
ロ
番
地

電
話 

０
１
１
・
５
５
２
・
５
１
２
２

営
業 

18
時
〜
24
時　

定
休 

日
曜
・
祝
日



（５）

子
に
抱
か
れ
命
が
宿
る
ぬ
い

ぐ
る
み

す
り
お
ろ
し
り
ん
ご
幼
い
日

の
風
邪
よ

孫
が
来
る
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ

ー
ル
ー
を
買
う

あ
い
つ
ら
が
面
白
く
し
た
？

テ
レ
ビ
を
か

留
守
な
の
に
誰
か
が
電
話
で

た
我
が
家

立
ち
シ
ョ
ン
が
「
熊
に
注
意
」

を
見
て
と
ま
り

ま
わ
し
っ
て
い
つ
洗
濯
を
す
る

の
か
な

花
が
咲
き
風
薫
る
け
ど
物
価

高ア
メ
リ
カ
は
元
敵
国
と
思
い

出
し

知
恵
の
な
い
人
が
お
っ
し
ゃ
る

ド
根
性

悲
し
み
は
少
年
兵
と
い
う
言

葉ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
合
法
不
法
あ

る
不
思
議

万
博
が
終
わ
れ
ば
夢
洲
（
そ

こ
）
は
賭
博
場

                （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

５
月
30
日
か
ら
６
月
15
日
の
日

程
で
、
第
28
回
全
国
菓
子
大
博
覧

会
・
北
海
道
あ
さ
ひ
か
わ
菓
子
博

２
０
２
５
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

始
ま
り
は
明
治
44
年
第
１
回
帝

国
菓
子
飴
大
品
評
会
。４
年
に
１

度
の
開
催
で
、
北
海
道
開
催
は
昭

和
43
年
の
札
幌
開
催
以
来
57
年
ぶ

り
、
前
回
の
三
重「
お
伊
勢
さ
ん
菓

子
博
」
か
ら
８
年
ぶ
り
の
開
催
で

あ
る
。

　

函
館
商
工
連
盟
若
杉
充
宏
理
事

長（
和
洋
菓
子
は
こ
だ
て
柳
屋
）が

関
係
者
と
お
聞
き
し
た
の
で
甘
党

と
い
う
こ
と
も
あ
り
訪
れ
て
み
た
。

全
国
か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
和
洋
の

ス
イ
ー
ツ
が
出
展
さ
れ
て
い
た
。

　

中
で
も
工
芸
菓
子
展
示
の
花
・

　

近
年
、
世
界
の
新
興
企
業
が
月

面
を
目
指
す
動
き
が
加
速
し
て
い

る
。日
本
の
宇
宙
ベ
ン
チ
ャ
ー「
ア
イ

ス
ペ
ー
ス
」（
東
京
都
）
は
２
０
２

３
年
４
月
に
民
間
初
の
月
面
着
陸

に
挑
戦
し
た
も
の
の
失
敗
し
、本
年

６
月
６
日
に
着
陸
船「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」で
再
挑
戦
し
た
が
、
軟
着
陸
の

際
に
通
信
に
不
具
合
が
生
じ
た
も

よ
う
だ
。24
年
２
月
、
米
イ
ン
テ
ュ

イ
テ
ィ
ブ
・
マ
シ
ン
ズ
社
の
機
体
が

月
の
南
極
域
に
着
陸
し
、
民
間
初

第
28
回
全
国
菓
子
博
・
北
海
道
あ
さ
ひ
か
わ
菓
子
博
２
０
２
５

の
月
面
着
陸
を
成
し
遂
げ
、
約
１

年
後
の
今
年
３
月
に
は
、
米
フ
ァ
イ

ア
フ
ラ
イ
・
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
社
も

続
い
た
。中
国
や
イ
ン
ド
も
計
画

を
進
め
て
い
る
。

月
面
着
陸
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

　

企
業
の
挑
戦
は
、
地
球
と
月
の

間
に「
輸
送
路
」
を
築
く
こ
と
に
例

え
ら
れ
る
と
い
う
。Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は

18
年
に
「
商
業
月
面
輸
送
サ
ー
ビ

ス（
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）」を
開
始
し
、
民
間

企
業
に
機
材
や
貨
物
の
輸
送
を
委

鳥
・
建
物
・
風
景
な
ど
、
こ
れ
が

全
て
お
菓
子
な
の
か
と
い
う
ほ
ど
、

色
鮮
や
か
・
精
巧
で
あ
っ
た
り
と
、

お
菓
子
と
い
う
よ
り
ア
ー
ト
の
域

と
思
え
る
作
品
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

詳
細
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
も
ず

い
ぶ
ん
と
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
ス
イ
ー
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
、
全
国
各
地
の
銘
品
が
販
売

さ
れ
て
お
り
、
つ
い
つ
い
余
計
に
買

い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。限
定
販
売
の

赤
福
の
生
羊
羹（
よ
う
か
ん
）が
購

入
で
き
ず
に
残
念
。（
髙
）

お
菓
子
と
い
う
よ
り
ア
ー
ト
の
域

旭　川

託
。28
年
ま
で
に
総
額
26
億
ド
ル

（
約
３
７
０
０
億
円
）を
拠
出
予
定

だ
。

火
星
な
ど
へ
の
燃
料
拠
点

　

ア
イ
ス
ペ
ー
ス
は
単
な
る
輸
送

に
と
ど
ま
ら
ず
、
40
年
代
に
は
月

面
に
１
０
０
０
人
が
居
住
し
、
年

間
１
万
人
が
訪
れ
る
社
会
を
目
指

す
。月
の
水
資
源
を
水
素
と
酸
素

に
分
解
し
て
活
用
し
、
火
星
な
ど

遠
方
へ
の
燃
料
供
給
拠
点
と
す
る

計
画
も
。宇
宙
開
発
の
新
た
な
市

場
が
広
が
り
、
多
く
の
企
業
が
月

面
実
験
に
参
加
し
、
月
面
社
会
の

構
築
が
進
む
と
見
て
い
る
。（
青
）

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
月
面
着
陸
が
ビ
ジ
ネ
ス
に

40
年
代
は
月
面
に
１
０
０
０
人
居
住


